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の方が有意に小さかった.これは身長,体遮共に予の方

が太塾化し それをこ伴って胸廓も大きくなT3たが心緒の

大きさに変りがないことによると思われた.
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高血圧と寛然死

1)破裂脳動脈癖の疫学的額!j面

新潟労殿病院脳神経外科

江板 東 尤 牛

櫓柑 義朗 発 生

比較的両定さ′ナ豆二診埴圏.く‖膜卜出血が 脳 外 科 LT) 対

象疾患であるという高い認識,58年まで曜- =-碍 公 的 脳 外

科施設であった.以上の三つの史観条件か ら 上 越 地 方 の

i転院下出血のほとんどの症例は新潟労 殿 病 院 脳 神 経 外

科で疑われたと考えられる中従って,当 科 で 扱 っ た 症 例

約鼻で転審疾患殿疫学的側面を述べる こ と は 可 能 と 考 え ヲ

(_vl､が導入され上昭和Tlこ軒･か∴(う両 :･1コ lト ト Lp:ハ tY 牛 問 し7)

症例をこついてまとめた,その結果

Il診療圏内ハ症例トト1こう日刊で. 酎 l車 粧 し ノ＼ 1】 ltl Jj に

つき且6申3/i隼以上となり予全世界で最高 率 で あ っ た 血 男

の発病率は 16勾9以上,斎 且5.8以上で男をこ多い.

2)市町村別の発病率を検討すると,概○して山間部をこ

高 く予海岸部では低い傾向があった点糖に太島村,板倉

町からの厳潰,は多 く予平均的な上越覇をこぶ転べ統計的有意

差をもって発病率の高い地域といえる書

31発牛_部位は.前大脳動脈癖が最も車上 .･lL'.loo.

沃いて中人脳動脈癌 :io.tso(､､内政動脈痛 :･1.100.椎骨

脳底動脈痛 3.9%,そ して多発脳動脈感は且795%であっ

た.

禎∋発生部位を男教則にみると,男では前表脳動脈療

くぼとAJどが前変通動脈療)が多 く (女の約2倍),女で

は内頚動脈癖が多い (男の約 3倍来 車太脳動脈感は性

差なく,多発脳動脈癖は若干女に多も､憶向があったすこ

れ私従来の報告に見るとおりである書

i-+1里し')料南率ハト.-I)は50代で同世代LITlノ＼【日日JjJ､

をこ対 し年間 趨7.4人が発病予女は醐代がピークで竣諾中6で

あった.櫓O代では男の,70歳以後では身の発病率が有意

に高し､.

6)商彪圧症の既往は52.五%にみられたa

ア)発病の多い月は2月であり亨 5田問をこ且例が激Å

された,戯屯少ない親 豊8月で且0日間に且例の割合であっ

た.

8)発病時間は,覇の6時帝と夕方の6時帝に樽に発

病することが多く, 巌 の 且2 時 帯 をこ 屯比較的多い.午後の
3 時 帝 は 最 私 発 病 が 少 な か っ た 中 夜間の1時間当たりの
発 病 数 は 昼 間 に 比 べ れ ば 極 め て 少ない.
釦 発 病 時 の 行 動 を み る と , 作業中が凝私多く予且8.5
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お よ び 匪 眠 中 油 発 病 者 をrw 高 血圧症既枝番が多かった.
I(い 脳 動 脈 廟 破 裂 に ｣圧 掴伸二LT潤JLj,声入れ､:>･_Pj:::__∴

Jチリ 二.

2 ) 心 臓 饗 然 死 に つ いて

新潟東学第-内科
相沢 義務先生

心 臓 突 然 死 か ら 職 蘇 生 の 成功におか祭る欧米の成績から,
H()Oo に F桐 圧 .､宰 相 非 行 ;照 付 L てい:::､二1∵村叩り日､ニハ
知見 が 除 細 動 器 の 僚 周 を 含 め たま次数禽処置での蘇生率
の向上とその後の治療方針の確立の指針になっている.

わが国で屯年間3-複方太殿jb騰突然死があると言わ

れるが,その実態は不明である.急性左心不全として扱

われている突然死の多くをこ心室細動や心室頻拍の関与が

厳鮎考えられる,

現在当科を含めた限られた施設では,致死的頻拍の症

例の革帯と新 しい治療法の開発が進展している肝しかし

これらの施設で治療を受けている症例は,心臓突然死群

またはその免除群の趣 く -都と考えられる事-適性の意

識喪失例や実際をこ蘇生された心臓突然死では原因をこ致死

的頻拍が願われることから,不整脈専門医をこよる検査夕

治療が必須である.


